国内の学術電子ジャーナルアーカイブ利用の枠組みが整う by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
科 学 技 術 動 向　2006年 8月号
4 5Science & Technology Trends   August  2006



















遡る約 280万論文、全巻 1,900 万ページ分の電子ジ
ャーナルアーカイブを導入した。NII がこれまで蓄
積してきた国内の電子ジャーナルアーカイブとあ
わせると、総アーカイブ件数はおよそ 610 万論文
にのぼり、日本最大の学術電子ジャーナルアーカ
イブが実現した。
　1990 年代後半からインターネットが普及するに
つれて、検索の容易性、即時性などの利点から学
術論文雑誌の電子化が進んできた。近年では、文
献検索はデータベースあるいは検索エンジンを用
いた利用法が当たり前となっている。
　一般に、電子ジャーナルの利用はライセンス契
約が必要であるが、大学単位で契約交渉を行うの
は負担が重い。そこで大学組織を超えた大学図書
館コンソーシアムが形成され、交渉業務を一元化
し、効率化と低コスト化が図られている。今回、
NIIと大学図書館コンソーシアムである JANUL（国
立大学図書館等 92機関）、PULC（私立大学 139校、
公立大学 10校）が連携することによって、電子ジ
ャーナルの共同導入が可能となり、電子ジャーナ
ルアーカイブの安定的な利用と恒久的に保存でき
る枠組みが整った。
　今回発表の電子ジャーナルアーカイブは、大学
図書館コンソーシアムからの学術誌の搭載依頼お
よび各出版社からの許諾に基づき、NII 内に設置さ
れた電子ジャーナル・リポジトリ（NII‐REO）と
呼ばれる電子ジャーナル貯蔵庫に搭載される。公
開範囲は論文情報（簡略情報、抄録）の検索・表示、
およびPDF化された論文の本文である。論文の本
文は、大学図書館コンソーシアムの参加機関のう
ち導入大学等の利用者のみに限定されるが、論文
情報の検索・表示は無料で一般に公開される。今
回のアーカイブの実現によって、JANUL、PULC
に参加している大学等の機関がNII‐REOを利用
することにより、安定して共有財産を活用するこ
とが可能となる。
　今後、NII は大学との連携を強化し、引き続き
電子ジャーナルアーカイブの拡充を目指す。また、
今回の取り組みを足がかりに本そのものを電子化
する電子ブックなどの新たな学術情報の拡張も視
野に、最先端学術情報基盤の構築および整備を進
めていく。さらに、利用者の利便性向上、論文へ
の到達容易性を高めるために、民間サーチエンジ
ン等との連携も予定されている。
　紙媒体の学術論文誌は電子化されぬまま放置さ
れていることが多く、学術的にはもちろん歴史的
な意味合いからも大きな課題とされている。C科
学技術振興機構（JST）が明治期からの国内論文誌
の電子化を推進し、“Journal@rchive”というサー
ビスを 2006 年３月から開始している。国内の電子
ジャーナル化も活発化してきた。
注　独Springer社：科学、工学、医学系の学術雑誌で世界
第二位の規模。書籍ではトップクラスのシェアを有する。
英オックスフォード大学出版局：英国オックスフォード大
学の一部局。500年以上の歴史を持つ世界最大の大学出版部。
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